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1
1
0
4

・
住
宅
地
、
か
つ
近
隣
に
商
業
施
設
、
教

育
機
関
等
が
あ
り
、
利
用
者
の
地
域
生

活
や
近
隣
住
民
と
の
交
流
、
ま
た
交
通

の
便
の
良
さ
等
で
家
族
や
の
機
会
が
保

障
さ
れ
る
地
域
と
な
り
ま
す
。

・
グ
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ー
プ
ホ
ー
ム
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定
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２
階　

1
名

・
相
談
支
援
事
業
所　

１
階

・
多
目
的
室
（
福
祉
避
難
所
）　

２
階

新
規
事
業
所
整
備
の
理
由

　

名
古
屋
市
緑
区
は
名
古
屋
市
人
口
の

10
％
を
占
め
て
お
り
、
支
給
決
定
者
数

も
中
川
区
に
次
い
で
２
番
目
に
多
い
区

と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
の
知

的
障
害
者
、
支
給
決
定
の
内
訳
は
共
同

生
活
援
助
、
短
期
入
所
の
支
給
決
定
数

が
他
区
と
比
べ
て
多
い
な
ど
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
と
し
て
そ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の

需
要
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

緑
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
や
緑

区
自
立
支
援
協
議
会
か
ら
は
、
強
度
行

動
障
害
を
有
す
る
利
用
者
の
短
期
入
所

や
生
活
の
場
が
少
な
い
こ
と
、
高
齢
障

害
者
や
車
椅
子
利
用
な
ど
の
重
度
身
体

障
害
者
の
入
浴
支
援
が
出
来
る
事
業
所

が
少
な
い
こ
と
が
、
障
害
福
祉
の
地
域

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
障

害
者
支
援
施
設
か
ら
の
地
域
移
行
に
関

し
て
も
、
強
度
行
動
障
害
を
有
す
る
利

用
者
の
体
験
利
用
は
出
来
て
も
、
地
域

移
行
し
て
定
住
と
な
る
と
現
在
の
設
備

で
は
対
応
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
れ
ら
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め

に
、
法
人
所
有
の
土
地
（
緑
区
平
手
）

に
強
度
行
動
障
害
と
重
度
・
高
齢
化
し

た
利
用
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
専
用

設
備
を
備
え
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
2
ユ

ニ
ッ
ト
を
新
規
整
備
し
ま
す
。
従
来
で

は
障
害
者
支
援
施
設
で
し
か
受
け
入
れ

の
難
し
か
っ
た
利
用
者
の
、
地
域
で
の

生
活
を
支
え
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
短
期
入
所
と
体
験
利
用
で

親
亡
き
後
に
備
え
た
り
、
障
害
者
支
援

施
設
か
ら
の
地
域
移
行
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

2
0
2
4
年
1
月
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
か
ら
も
、
福
祉
避
難
所
は
地

域
に
住
む
障
害
の
あ
る
方
、
家
族
に
と
っ

て
非
常
時
の
生
活
を
支
え
る
重
要
な
社

会
資
源
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら

れ
た
と
考
え
ま
す
。
今
回
、
整
備
を
予

定
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
は
多

目
的
室
を
整
備
し
、
大
規
模
災
害
時
に

は
福
祉
避
難
所
と
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
ゆ
た
か
希
望
の
家
敷
地

内
に
あ
る
相
談
支
援
事
業
所
を
交
通
ア

ク
セ
ス
の
よ
い
場
所
に
移
転
す
る
こ
と

で
、
緑
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
を
強
化
し
、
緑
区
東
部
地
域
の

相
談
窓
口
と
し
て
の
機
能
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

想
定
す
る
利
用
者
像
と
支
援
体
制

高
齢
・
重
度
身
体
障
害
利
用
者
向
け

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

1 階
　

対
象
者
は
加
齢
や
障
害
の
重
度
化
で

A
D
L
が
低
下
し
た
利
用
者
で
す
。
50

代
か
ら
の
早
期
加
齢
、
脳
性
麻
痺
等
の

緑区での緑区での
グループホームを中心とした
複合施設整備計画について
　緑区平手の土地を取得し、名古屋市に補助金申請
をしていました「緑区でのグループホームと相談支
援事業所、および福祉避難所を併設した複合施設整
備計画」について、６月末に国の国庫補助金の内示
がありました。今後、入札などを経て9月には建設
が始まることになります。

複
合
施
設
を
整
備
す
る

土
地
に
つ
い
て

１１

整
備
す
る
建
物
の
概
要

22

整
備
す
る
事
業
の
概
要

33

グループホームを中心としたグループホームを中心とした
複合施設整備計画について複合施設整備計画について
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障
害
の
重
度
化
で
A
D
L
低
下
の
た
め
、

65
歳
未
満
で
も
知
的
障
害
支
援
に
加
え

て
、
身
体
的
な
介
護
が
必
要
な
利
用
者

を
想
定
し
て
い
ま
す
。
医
療
支
援
体
制

に
つ
い
て
は
、
往
診
体
制
を
構
築
し
通

院
支
援
の
負
担
を
減
ら
す
と
と
も
に
、

高
齢
や
重
度
身
体
障
害
者
の
急
変
に
備

え
て
24
時
間
の
往
診
対
応
が
可
能
な
医

療
機
関
と
の
連
携
を
し
て
い
き
ま
す
。

強
度
行
動
障
害
者
向
け

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

2 階
　

地
域
の
在
宅
利
用
者
に
加
え
、
な
る

み
作
業
所
の
強
度
行
動
障
害
を
有
す
る

利
用
者
、
ゆ
た
か
希
望
の
家
な
ど
入
所

施
設
で
強
度
行
動
障
害
を
有
し
、
か
つ

地
域
移
行
の
意
向
が
あ
る
方
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
強
度
行
動
障
害
支
援
者
養

成
研
修
（
実
践
）
修
了
者
が
作
成
し
た
行

動
支
援
シ
ー
ト
を
基
に
、
強
度
行
動
障

害
支
援
者
養
成
研
修
（
基
礎
）
修
了
者
に

よ
る
専
門
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
の
障
害
や
介
護
に
応

じ
た
形
で
、
個
別
対
応
が
必
要
と
判
断

し
た
利
用
者
に
は
重
点
配
置
を
行
い
、

強
度
行
動
障
害
を
有
す
る
利
用
者
が
安

定
し
て
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

建
物
構
造
・
設
備
に
お
け
る
工
夫

1
階
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

〔
設
備
〕
機
械
浴
、
大
型
洗
濯
乾
燥
機
、

3
人
乗
り
E
V

＊
今
ま
で
対
応
が
難
し
か
っ
た
高
齢
利

用
者
や
車
椅
子
利
用
な
ど
の
重
度
身

体
障
害
者
に
対
応
す
る
た
め
、
座
浴

が
出
来
る
機
械
浴
室
や
布
団
や
シ
ー

ツ
の
洗
濯
に
対
応
し
た
大
型
洗
濯
乾

燥
機
を
設
置
し
ま
す
。

＊
機
械
浴
を
使
用
し
な
い
利
用
者
向
け

に
両
方
向
か
ら
支
援
が
可
能
な
シ
ス

テ
ム
バ
ス
を
設
置
し
て
、
利
用
者
の

身
体
状
況
に
合
わ
せ
た
支
援
を
提
供

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

＊
車
椅
子
使
用
を
想
定
し
て
廊
下
の
幅

を
1.7
ｍ
〜
1.8
ｍ
に
設
定
。
居
室
も
12

㎡
前
後
の
広
さ
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

2
階
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

＊
強
度
行
動
障
害
者
に
対
応
す
る
た
め
、

利
用
者
の
「
気
に
な
る
も
の
」
を
減

ら
し
た
生
活
空
間
と
な
る
よ
う
に
設

計
し
て
い
ま
す
。
ゆ
た
か
希
望
の
家

で
の
実
践
を
活
か
し
て
壁
、
ス
イ
ッ

チ
類
な
ど
破
損
に
備
え
た
備
品
を
選

定
し
た
り
、
水
回
り
や
ト
イ
レ
の
位

置
、
壊
れ
に
く
い
壁
や
建
具
な
ど
を

設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
防
音
対

策
を
徹
底
し
て
、
強
度
行
動
障
害
を

有
す
る
利
用
者
が
地
域
の
中
で
生
活

で
き
る
よ
う
に
近
隣
へ
の
配
慮
を
し

て
い
ま
す
。

＊
体
験
利
用
、
短
期
入
所
の
居
室
は
廊

下
に
扉
を
設
置
し
て
、
定
住
利
用
者

が
生
活
す
る
空
間
と
分
け
て
慣
れ
な

い
利
用
者
へ
の
配
慮
を
す
る
と
と
も

に
、
利
用
者
個
々
の
ペ
ー
ス
に
合
わ

せ
て
集
団
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
支

援
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
機
能

＊
2
階
多
目
的
室
は
会
議
室
、
福
祉
避

難
所
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
強
度
行
動
障
害
を
有

す
る
利
用
者
が
不
調
の
際
は
カ
ー
ム

ダ
ウ
ン
エ
リ
ア
と
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

＊
福
祉
避
難
所
開
設
の
際
は
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
浴
室
を
活
用
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
、
多
目
的
室
か
ら
も
ア
ク
セ
ス

が
可
能
な
構
造
と
し
て
い
ま
す
。

平
手
新
規
事
業
所
整
備
に

向
け
て
の
緑
区
将
来
構
想

委
員
会
で
の
議
論

44
　

今
回
の
新
規
事
業
計
画
に
際
し
、
ゆ
た

か
福
祉
会
と
し
て
で
は
な
く
「
社
会
福
祉

法
人
と
し
て
ど
の
よ
う
な
利
用
者
を
対
象

に
支
援
す
る
の
か
？
」「
地
域
か
ら
社
会

福
祉
法
人
に
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
は
何

か
？
」
を
重
点
に
議
論
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
が
手
が
け
る
事

業
所
と
し
て
、
他
法
人
で
は
受
け
入
れ
の

難
し
い
利
用
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る

た
め
、「
ど
の
よ
う
な
利
用
者
が
困
っ
て

い
る
の
か
？
」「
そ
う
し
た
人
た
ち
を
受

け
入
れ
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
設
備
や
体

制
が
必
要
な
の
か
？
」
に
つ
い
て
も
議
論

を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

障
害
が
あ
る
か
ら
で
は
な
く
、
障
害

が
あ
っ
て
も
、
強
度
行
動
障
害
が
あ
っ
て

も
地
域
の
中
で
そ
の
人
ら
し
く
生
き
ら
れ

る
、
そ
れ
に
必
要
な
支
援
と
設
備
の
検
証

を
今
回
の
新
規
事
業
所
で
先
駆
的
に
取
り

組
み
ま
す
。
あ
わ
せ
て
新
規
事
業
だ
け
で

な
く
、
既
存
の
事
業
所
の
実
践
や
設
備
改

装
、
面
的
整
備
型
の
地
域
生
活
支
援
拠
点

の
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
い
た
緑
区
や
南
区
で

の
事
業
所
間
連
携
と
機
能
分
化
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
平
手
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
委
員
会

責
任
者  

倉
地
伸
顕
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新しい事業者に委託し、安全運転講習 開催新しい事業者に委託し、安全運転講習 開催
7.15＆7.18

　＜　講師のご紹介　＞　
愛知ペーパードライバースクール岡崎校

代表　滝 大介 氏

　100台以上の車両を保有されている貴
会では、日々の業務においても高い安全
意識と基本運転の徹底が求められていま
す。講習では「確実な一時停止」「状況
に応じた適切な速度」「正しいウインカー
の時期」など、見落としやすい運転の基本を改めて確認いただきました。
　基本ができているか、ぜひ一度ご自身の運転を振り返ってみてください。
当スクールでは個人への出張運転講習も承っております。興味のある方は、
是非ご受講ください。

みらいろ　望月 彩衣

　私は免許を取得して３年目になります。運転をする

ことに慣れてきたなか、今回講習を受ける機会をいた

だきました。自分が思っていたよりも、車間距離を保

つことや曲がるときのスピードは落とすことなどを学

び、自分では意識していなかった癖も知ることができ

ました。

　週１回ほど、なかまと一緒に車を運転して納品に行

く業務があります。「慣れ」の運転ではなく、定期的

に自分の運転を振り返り、なかまの命と商品の安全を

第一に考え、今後も運転業務を頑張っていきます。

ふれあい共同作業所　唐澤 遼

　免許を取得して十数年経ちますが、運転についてア

ドバイスを受けることは今回が初めてでした。自動車

学校を卒業した頃はできていたはずが、いつの間にか

の我流がしっかりと身に付いていました。座学では、

理屈で考えれば納得する事柄なのに「できていない」

「自分に意識がない」ことを痛感します。

　自分自身、なかまの送迎に出る機会も多く、またド

ライブが好きななかまの多い現場です。ご指導いただ

いたことと、知識を使いながら運転業務に携わります。

ケアサポート宝南　佐野 葵

　今回の講習では、駐車場での技能講習、路上走行講

習を行いました。普段に比べると、確認などを意識し

ながらの運転でした。停止位置や停止車両を考慮して

のブレーキのタイミング、右左折の際のブレーキ調整

のタイミング、曲がる際の内掛ハンドル等、自身の癖

を改めて認識する大変貴重な機会となりました。

　免許の更新時にいただく、安全運転の冊子も定期的

に見るなど、日々の振り返りも行いながら、より安全

運転に心掛けたいと思いました。

ゆたか生活支援事業所なかがわ　仮屋 空澄

　昨年の夏に免許を取得しました。自動車学校を卒業

してから、人に自分の運転を見てもらう機会があまり

なかったので良い機会になりました。例えば一時停止

など、自分の中ではできているつもりでも、他者から

見たらできていないことも多くあり、自分の運転を見

直すことができました。

　業務中に運転するときには、他の職員の方や仲間が

同乗していることが多いので、今回の学びや気づきを

もとに、より安全運転を意識していきたいと思いまし

た。「慣れに惑わされず、初心を忘れず」

https://aichi-pds.com

今回は12名の職員が２日間に分かれて実施しました。特徴は、路上講習に職員が同乗したことで、今回は12名の職員が２日間に分かれて実施しました。特徴は、路上講習に職員が同乗したことで、
他職員の運転を見る中での気づきがあったことです。参加者の“声”と講師紹介を掲載します。他職員の運転を見る中での気づきがあったことです。参加者の“声”と講師紹介を掲載します。
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職
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
改
訂
委
員
会  

責
任
者
　

な
る
み
作
業
所
　
須
澤
守

   

2
0
2
3
年
度
か
ら
「
職
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
改
訂
委

員
会
」と
し
て
活
動
を
始
め
て
約
2
年
。
よ
う
や
く
今
回
、

改
訂
版
と
し
て
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
委
員
は
、
各
分
野
の
管
理
職
の
方
々
に
関
わ
っ
て
頂

き
、
ど
の
分
野
や
事
業
、
職
場
で
あ
っ
て
も
、
私
た
ち

職
員
に
共
通
し
て
大
切
に
し
た
い
価
値
観
や
考
え
方
、

姿
勢
な
ど
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
、
話
し
合
い
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
改
訂
版
は
、
今
回
の
「
発
刊
」
で
終
わ
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
職
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
、
話
し
合
い
な
が
ら
、
よ
り
良
い
も
の
へ
と
育
て

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
港
作
業
所  

副
所
長
　
河
村
聡

　
今
回
、
法
人
全
体
の
規
律
と
な
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の

改
訂
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
光
栄
に
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ゆ
た
か
福
祉
会
で
働
く
方
に
対
し
、

「
少
し
で
も
安
心
し
て
働
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思

い
で
改
訂
委
員
会
に
関
わ
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
対
す
る
位
置
付
け
を
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
所
で
統
一
し
、
是
非
活
用
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

ゆ
た
か
生
活
支
援
事
業
所
か
さ
で
ら  

副
所
長
　

片
桐
由
麻

　
改
定
委
員
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

メ
ン
バ
ー
の
皆
様
の
意
見
を
お
聞
き
し
て
い
く
中
で
、

大
変
学
び
の
多
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
情
報
を
伝
え
る
う
え
で
の
取
捨
選
択
の
難
し
さ
や
、

「
読
み
手
に
ど
う
伝
わ
る
の
か
」
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
意

識
す
る
大
切
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
、

今
後
の
業
務
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
み
な
み
作
業
所  
所
長
　
大
野
歌
織

　
原
稿
作
り
は
、
障
害
福
祉
の
分
野
に
初
め
て
関
わ
る

職
員
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
、
受
け
入
れ
や
す
い
内
容

と
表
現
を
意
識
し
て
開
始
し
ま
し
た
。
色
々
な
意
見
を

伺
っ
て
「
編
集
作
業
は
難
し
い
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
編
集
委
員
会
に
参
加
し
て
、
当
事
者
や
関
係
者
の
運

動
か
ら
発
展
し
て
き
た
ゆ
た
か
福
祉
会
が
、
戦
争
や
裁

判
な
ど
現
在
の
様
々
な
情
勢
動
向
の
中
で
、「
大
切
に
繋

い
で
い
く
も
の
は
何
か
」
と
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
が

多
か
っ
た
で
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
宝
南
の
家
所
長
　
松
尾
陽
子

　
委
員
会
で
は
、
障
害
分
野
・
高
齢
分
野
に
偏
ら
ず
、

ど
の
現
場
で
も
使
用
で
き
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
目
指
せ

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
検
討
し
、
様
々
な
方
か
ら
ご
意
見
を
頂
く

こ
と
で
、
だ
ん
だ
ん
と
良
い
物
に
な
っ
て
い
く
瞬
間
が

「
一
つ
の
物
を
つ
く
る
楽
し
さ
だ
な
」
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
改
訂
版
を
活
用
し
、
委
員
会
の
思
い
を
職
員
に

つ
な
げ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　

　「
パ
ー
ト
職
員
の
て
び
き
」
か
ら
始
ま
っ
た
職
員
向
け

の
冊
子
づ
く
り
は
「
実
践
の
て
び
き
」
等
、
時
々
に
名

称
を
変
え
な
が
ら
現
在
の
「
職
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
に

な
り
ま
し
た
。

　
第
7
期
総
合
計
画
で
掲
げ
た
「
専
門
部
会
や
委
員
会

活
動
等
へ
の
呼
び
か
け
を
行
い
、
事
業
所
を
越
え
て
学

ぶ
機
会
」
の
具
体
化
と
し
て
、
ま
た
パ
ー
ト
職
員
や
正

規
採
用
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
講
師
と
し
て
学
び
・

気
づ
く
委
員
の
姿
は
、
こ
れ
か
ら
の
次
代
を
担
う
管
理

者
と
し
て
心
強
さ
を
感
じ
る
も
の
で
し
た
。

研
修
部
長
　
向
幸
子

「「
職
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

職
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」」がが

改
訂
改
訂
さ
れ
ま
し
た
！

さ
れ
ま
し
た
！

は
じ
め
に

関
わ
っ
た
委
員
の
思
い
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年
々
、
暑
さ
が
厳
し
く
、
湿
度
も
高
く
、

長
期
化
す
る
名
古
屋
・
東
海
地
方
の
夏
で

す
。
屋
外
で
行
う
名
古
屋
市
委
託
事
業
の

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
も
あ
り
、
以
前
か
ら
熱

中
症
対
策
に
は
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、「
と
に
か
く
、
今
年
の
暑
さ
は

特
別
！
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

様
々
に
工
夫
し
て
熱
中
症
対
策
を
行
う
各

事
業
所
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

△
日
中
活
動
事
業
所△

リ
サ
イ
ク
ル
み
な
み
作
業
所

　

作
業
現
場
は
外
気
が
入
っ
て
く
る
た

め
、
ク
ー
ラ
ー
が
あ
っ
て
も
夏
は
暑
い
で

す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
体
を
動
か

し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
作
業
を
行
う

の
で
、
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
毎
年

注
意
喚
起
を
し
て
い
ま
す
。
定
期
的
な
休

憩
や
水
分
と
塩
分
の
摂
取
。
エ
ア
コ
ン
の

あ
る
休
憩
室
や
更
衣
室
で
の
ク
ー
ル
ダ
ウ

ン
。
お
昼
に
は
お
茶
を
沢
山
準
備
し
、
個

人
持
ち
の
水
筒
へ
追
加
し
て
い
ま
す
。

6
月
よ
り
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
労
働

安
全
衛
生
規
則
が
改
正
さ
れ
、
報
告
体
制

や
悪
化
防
止
の
手
順
な
ど
を
定
め
て
労
働

者
に
周
知
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
熱
中
症
は
初
期
症
状
の
対
応
の
遅

れ
が
重
症
化
に
つ
な
が
る
と
学
習
し
、
熱

中
症
の
疑
い
が
あ
る
人
を
発
見
し
た
時
の

初
期
対
応
を
ま
と
め
、
職
員
間
で
確
認
し

ま
し
た
。
冷
却
シ
ー
ト
や
経
口
補
水
液
等

も
新
し
く
備
え
直
し
ま
し
た
。

　

ま
た
塩
分
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
加
え
て
、
今

年
は
冷
凍
ゼ
リ
ー
の
提
供
を
行
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。『
仲
間
の
学
習
会
』
で
は
、

実
際
に
提
供
す
る
ゼ
リ
ー
を
試
食
し
て
、

「
冷
凍
し
て
あ
る
と
い
い
」
と
か
、「
小
袋

が
開
け
に
く
い
」
等
の
意
見
を
聞
き
取
り

ま
し
た
。
暑
い
夏
を
無
事
に
乗
り
切
っ
て

い
け
る
よ
う
、
更
な
る
対
策
の
工
夫
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
野
歌
織

リ
サ
イ
ク
ル
港
作
業
所

　

空
き
び
ん
・
空
き
缶
選
別
作
業
を
す
る

現
場
は
体
感
温
度
40
度
を
超
え
ま
す
。
熱

中
症
の
リ
ス
ク
が
高
い
の
で
、
夏
時
間
導

入
で
作
業
開
始
を
早
め
休
憩
を
増
や
す
、

塩
飴
・
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
水
の
提
供
、
リ
フ

ト
職
員
に
空
調
服
着
用
等
、
対
策
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
年
は
、
空
調
服
に
保
冷
剤

を
入
れ
る
ベ
ス
ト
を
加
え
、
水
分
提
供
の

回
数
を
増
や
し
ま
し
た
。

6
月
か
ら
の
熱
中
症
対
策
義
務
化
を
受

け
、
熱
中
症
防
止
研
修
会
に
参
加
し
、
熱

中
症
の
怖
さ
を
学
び
、「
熱
中
症
応
急
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
利
用
者
学
習
会
も
行
い
ま
し
た
。

「
熱
中
症
と
は
」「
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
の

生
活
」「『
熱
中
症
か
も
…
』
に
気
づ
く
ポ

イ
ン
ト
」「
熱
中
症
に
な
っ
た
ら
」「
熱
中

症
に
な
ら
な
い
作
業
の
服
装
」「
熱
中
症
を

防
ぐ
た
め
の
グ
ッ
ズ
紹
介
」
と
い
う
内
容

で
す
。「
も
し
か
し
て
熱
中
症
か
も
」
と
い

う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
目
的
で
し
た
。

　

そ
の
後
「
頭
が
痛
い
け
ど
熱
中
症
か

な
？
」
と
声
が
届
き
ま
し
た
。
小
さ
な
発

信
が
重
症
を
防
ぐ
一
歩
に
繋
が
る
と
思
い

ま
す
。「
重
症
者
を
絶
対
に
出
さ
な
い
」

思
い
で
対
策
を
続
け
、
厳
し
い
夏
を
乗
り

切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

林
田
和
子

ト
ラ
イ
ズ

　

ト
ラ
イ
ズ
の
回
収
現
場
で
は
、
毎
朝
8

時
か
ら
ビ
ン
・
缶
の
収
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
収
集
車
両
で
1
日
1
0
0

か
所
以
上
の
地
域
を
回
る
作
業
は
、
体
力
・

気
力
も
必
要
で
、
年
々
厳
し
く
な
る
暑
さ

を
現
場
で
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
特
に
夏
の
訪
れ
が
早
く
、
熱
中

症
対
策
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
し
ま
し

た
。
経
口
補
水
液
の
常
備
や
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
の
配
布
、
冷
感
シ
ャ
ツ
の
導
入
な

ど
、「
ま
ず
は
試
し
て
み
る
」
ス
タ
イ
ル

で
、
い
く
つ
か
の
工
夫
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

　
「
暑
い
も
の
は
暑
い
！
」
と
い
う
の
が

正
直
な
気
持
ち
で
す
が
、
事
故
な
く
安
全

に
仕
事
を
進
め
る
た
め
、
皆
で
知
恵
を
出

猛
暑
・
酷
暑
の
中
で

職
場
で
の
熱
中
症
対
策
の
取
り
組
み

防
ぐ
た
め
の
グ
ッ
ズ
紹
介
」
と
い
う
内
容

で
す
。「
も
し
か
し
て
熱
中
症
か
も
」
と
い

う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
目
的
で
し
た
。

　

そ
の
後
「
頭
が
痛
い
け
ど
熱
中
症
か

な
？
」
と
声
が
届
き
ま
し
た
。
小
さ
な
発

信
が
重
症
を
防
ぐ
一
歩
に
繋
が
る
と
思
い

利用者学習会の様子
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し
合
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
現
場
の
声
を
大
切
に
し
、
安
心

し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

佐
藤
正
章

△
高
齢
事
業△

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
宝
南
の
家

　

毎
年
夏
場
の
入
浴
介
助
は
、
職
員
は
汗

だ
く
で
介
助
を
し
て
い
ま
す
。
入
浴
介
助

は
出
勤
の
職
員
で
声
を
か
け
な
が
ら
行
う

こ
と
、
１
人
の
職
員
に
集
中
し
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
、
入
浴
前
と
後
に
水
分
摂
取

を
す
る
こ
と
、
体
調
が
悪
そ
う
な
職
員
が

い
た
ら
声
を
か
け
あ
う
こ
と
を
徹
底
し
な

が
ら
、
熱
中
症
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ス
ク
の
着
用
も
任
意
に
し
ま
し
た
。

表
情
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
利
用
者
さ

ん
も
安
心
感
が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
ま
た
、
自
転
車
通
勤
や
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
出
勤
す
る
職
員
が
多

い
の
で
、
出
勤
後
の
水
分
お
よ
び
塩
分
摂

取
の
声
か
け
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

松
尾
陽
子

△
地
域
支
援△

ゆ
た
か
生
活
支
援
事
業
所
あ
つ
た

　

気
候
変
動
に
伴
い
年
々
高
温
多
湿
化
が
進

む
中
で
、
熱
中
症
で
緊
急
搬
送
さ
れ
る
ケ
ー

ス
を
耳
に
す
る
と
、
熱
中
症
対
策
の
重
要
性

を
感
じ
ま
す
。
熱
中
症
を
重
篤
化
さ
せ
な
い

為
の
対
策
と
し
て
、「
身
体
を
冷
却
し
体
温

を
下
げ
る
こ
と
」「
塩
分
・
水
分
を
適
度
に

補
給
す
る
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

職
場
で
は
、
仲
間
の
皆
さ
ん
に
夜
間
の

水
分
補
給
や
塩
飴
、
帽
子
の
着
用
・
日
傘

の
使
用
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
涼
感
マ

フ
ラ
ー
タ
オ
ル
や
ク
ー
ル
ネ
ッ
ク
リ
ン
グ

は
馴
染
み
が
無
い
為
な
の
か
、
事
業
所
内

で
は
浸
透
し
な
い
点
が
も
ど
か
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
暑
さ
を
表
現
す
る
言
葉
も
、
馴

染
み
の
な
い
猛
暑
・
酷
暑
・
激
暑
・
炎
暑

と
い
っ
た
も
の
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
「
地
球
温
暖
化
防
止
の
為
に
、

私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
」
を
、
仲
間
と
一

緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

原
田
恵
子

△
相
談
支
援
事
業△

ゆ
た
か
相
談
支
援
事
業
所
ど
う
と
く

　

相
談
支
援
の
特
徴
的
な
活
動
は
、
訪
問

や
書
類
提
出
等
、
外
出
で
す
。「
訪
問
先
が

遠
い
」「
一
度
の
外
出
で
数
か
所
を
訪
問
す

る
」
場
合
は
、
主
に
公
用
車
を
活
用
し
て

い
ま
す
。
公
用
車
が
調
達
で
き
な
い
と
き

や
訪
問
先
で
の
駐
車
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

公
共
交
通
機
関
・
自
転
車
で
移
動
し
て
い

ま
す
。
気
候
の
よ
い
時
期
は
自
転
車
で
の

移
動
も
問
題
な
い
の
で
す
が
、
最
近
は
早

く
か
ら
夏
日
が
あ
り
、
事
業
所
内
で
も
移

動
時
の
暑
さ
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

日
々
、
気
温
と
相
談
員
同
士
の
活
動
予

定
で
の
移
動
手
段
を
確
認
、
公
用
車
の
相

乗
り
や
送
迎
体
制
を
組
ん
で
い
ま
す
。
や

む
を
得
ず
自
転
車
で
移
動
す
る
場
合
は
、

移
動
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
、
事
前
に
道

中
で
の
「
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
（
指

定
暑
熱
避
難
施
設
）」
や
「
避
暑
や
す
み
ス

ポ
ッ
ト
（
協
力
薬
局
）」
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

休
息
を
と
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

丸
山
京
子

△
居
宅
介
護
等
事
業△

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
ゆ
た
か

　

利
用
の
大
半
が
外
出
支
援
の
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
ゆ
た
か
で
は
、
熱
中
症
対
応
は
必

然
で
す
。
基
本
以
下
の
３
つ
の
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

１
点
目
は
、
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
発
令
時
に

は
ヘ
ル
パ
ー
に
L
I
N
E
W
O
R
K
S

を
通
じ
て
注
意
喚
起
を
行
う

２
点
目
は
、
首
の
部
分
を
冷
却
す
る
事
が

で
き
る
ネ
ッ
ク
リ
ン
グ
を
ヘ
ル
パ
ー
全
員

に
配
布
。
ま
た
、
今
年
は
適
時
、
塩
分
補

給
が
出
来
る
よ
う
携
帯
ゼ
リ
ー
や
飴
を
配

布
。
あ
わ
せ
て
事
務
所
に
お
茶
を
用
意

３
点
目
は
、
利
用
者
含
め
て
の
体
調
管
理
。

こ
ま
め
な
水
分
補
給
の
促
し
や
、
な
る
べ

く
室
内
施
設
を
利
用
す
る
な
ど
の
工
夫

　

近
年
は
災
害
級
の
猛
暑
と
な
っ
て
い
ま

す
。
安
全
を
第
一
に
利
用
者
に
と
っ
て
楽

し
く
、
安
心
し
て
外
出
を
継
続
で
き
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
治
信
一
郎

　

日
々
、
気
温
と
相
談
員
同
士
の
活
動
予

定
で
の
移
動
手
段
を
確
認
、
公
用
車
の
相

乗
り
や
送
迎
体
制
を
組
ん
で
い
ま
す
。
や

む
を
得
ず
自
転
車
で
移
動
す
る
場
合
は
、

移
動
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
、
事
前
に
道

中
で
の
「
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
（
指

定
暑
熱
避
難
施
設
）」
や
「
避
暑
や
す
み
ス

ポ
ッ
ト
（
協
力
薬
局
）」
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

休
息
を
と
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

丸
山
京
子

す
。
安
全
を
第
一
に
利
用
者
に
と
っ
て
楽

し
く
、
安
心
し
て
外
出
を
継
続
で
き
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
治
信
一
郎

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
宝
南
の
家

　

毎
年
夏
場
の
入
浴
介
助
は
、
職
員
は
汗

だ
く
で
介
助
を
し
て
い
ま
す
。
入
浴
介
助

は
出
勤
の
職
員
で
声
を
か
け
な
が
ら
行
う

こ
と
、
１
人
の
職
員
に
集
中
し
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
、
入
浴
前
と
後
に
水
分
摂
取

を
す
る
こ
と
、
体
調
が
悪
そ
う
な
職
員
が

い
た
ら
声
を
か
け
あ
う
こ
と
を
徹
底
し
な

が
ら
、
熱
中
症
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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暮らしの中に彩りを

これまでは、班ごとで旅行を企画していましたが、今年度は仲間の
会総会で「高齢や車いす、食事形態が普通でなくても行きたい場所に
旅行に行く」ことを目標としました。「富士山方面」「観光やな」「奈
良方面」の３つの旅行先を発表し、その中から行きたい場所や体験し
たい内容を選んでいただきました。

安全な旅行とするため、食事形態やメニューをホテルと調整し、車
いすのまま乗降できる観光バスを施設でチャーターしました。「富士
山方面」の旅行には利用者15名、職員11名が参加しました。

1日目は「焼津おさかなセンター」で昼食。焼津市内のオーシャン
ビューのホテルで豪華な夕食を摂り、2日目は旬の幸が盛り込まれたお
弁当を食べながら、清水港のランチクルーズで景色を楽しみました。普段の生活ではなかなか食べられないお
刺身をはじめとした特産品や飲み物を楽しみ、観光バスに乗り、ホテルでの宿泊、お土産のお買い物など、初め
て行く場所を経験してもらいました。旅行を通じ、皆さんはとてもうれしそうな表情で過ごされていました。

普段の生活からできることや支援をイメージしながら、職員がバリアとならないよう考えていきたいと思
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒川 知満

今年度最初の事業所内取り組みとして、木下大サーカスへの外出を
行いました。なかま14名、職員9名、計23名の大人数での取り組み
となりました。

サーカスは馬や象のショーや空中ブランコなどの演目があり、大
変な盛り上がりをみせていました。演者の掛け声に合わせて「がんば
れー！」と声を出したり、元気よく手拍子をしたりとみなさん楽しま
れていました。なかには、迫力あるショーに驚いて少し離れて見てい
る方もいらっしゃいました。「すごいな！あれで落ちないなんて！」

「おもしろかったよ!」と笑顔で感想を話されていました。
今後の取り組みでも、みなさんの心に残るような計画を立てていけたらと思います。　　　　 野田 麻裕美

ゆたか生活支援事業所みなみ 行ってきました！木下大サーカス鑑賞！7/22
火

第一八光荘のなかま4名と職員３名で行ってきました。2日間共と
ても暑く熱中症等の心配がありましたが、体調を崩す仲間もおらず、
元気に過ごすことができました。

旅行中は、夕食の近江牛のすき焼きや、琵琶湖の景色を見ながらの
バイキング、歌とダンスのショーに加えて、作業所へのお土産を「ど
れにしようか」と考えながら購入する仲間など、たくさんのイベント
を楽しまれている姿を見ることができました。

帰ってきてからも、旅行中に食べた食事を「おいしかった！」「また
食べたい」と振り返る仲間もいて、とても良い思い出になったのでは
ないかと感じました。　　　　　　　 　　　　　　　　   小川 花音

ゆたか生活支援事業所なるお「一泊旅行」in 滋賀
7/11
~7/12 土

金

ゆたか希望の家「一泊旅行」第 1弾 ～富士山方面～
7/2

~7/3 木

水
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「
第
1
回
共
同
墓
地
運
営
委
員
会
」
開
催

7
月
8
日（
火
）法
人
本
部
で

「
第
1
回
共
同
墓
地
運
営
委
員

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。
保
護

者
連
合
会
か
ら
は
会
長
と
副

会
長
、
法
人
か
ら
は
理
事
長

と
業
務
執
行
理
事
、
保
護
者

連
合
会
担
当
職
員
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
キ
ラ
リ
ン
と
ー
ぷ
所

長
が
参
加
し
ま
し
た
。

共
同
墓
地
は
保
護
者
連
合

会
が
建
設
し
、
管
理
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
度
法
人
の
公
益
事
業
と
し
て
移
管
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。3
月
22
日
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、

こ
の
間
諸
規
程（
管
理
規
程
、
利
用
規
程
、
各
種
申

請
書
、
案
内
チ
ラ
シ
等
）を
検
討
し
、
8
月
理
事
会

に
諮
り
ま
す
。
ま
た
今
年
の
盆
供
養
祭
は
、8
月
1

日
に
大
蔵
寺
に
て
執
り
行
う
こ
と
に
な
り
、
参
加

者
や
担
当
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
の
法
人
本
部
と
福
祉
村
の
分
担
は
、
相
談

受
付
か
ら
始
ま
る
生
前
申
込
や
納
骨
式
は
本
部
で
担

当
。
共
同
墓
地
の
管
理
清
掃
や
納
骨
、
盆
供
養
祭
で

の
現
地
対
応
は
、引
き
続
き
福
祉
村
が
担
当
し
ま
す
。

2
0
0
2
年
か
ら
続
く
共
同
墓
地（
な
ご
み
の
塔
）

の
永
代
供
養
を
願
う
保
護
者
の
思
い
を
、法
人
が
引

き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
港
作
業
所
　
萩
原 

千
秋

共
同
墓
地
が
新
た
な
運
営
で
ス
タ
ー
ト
！  

～
盆
供
養
祭
に
10
名
が
参
加
～

8・
1
盆
供
養
祭
に
10
名
参
加

　
今
年
も
盆
供
養
祭
の
時
季
が

き
ま
し
た
。
思
い
出
す
の
は
長

い
間
一
緒
に
参
加
し
た
故
藤
田

会
長
の
お
姿
で
す
。
い
つ
も
稲

武
に
あ
る
道
の
駅
で
休
憩
し
、

福
祉
村
に
住
む
利
用
者
の
方
に

手
土
産
を
買
い
求
め
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
旅
立
た
れ
た
皆
さ
ん
の
お
顔

を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
読
経

の
中
、
静
か
に
時
が
流
れ
た
ひ

と
時
で
し
た
。

担
当
職
員
　
向 

幸
子

初
め
て
参
加
し
て

私
が
大
蔵
寺
さ
ん
を
訪
問
し

た
の
は
、
20
年
位
前
の
保
護
者

連
合
会
一
泊
研
修
会
の
時
と
、

今
回
の
参
加
に
な
り
ま
す
。

こ
の
日
も
、
と
て
も
暑
い
日

で
し
た
が
、
高
台
に
あ
る
大
蔵

寺
さ
ん
は
風
が
良
く
吹
い
て
気

持
ち
よ
い
環
境
で
し
た
。
住
職

が
墓
石
の
前
で
お
経
を
読
ま
れ
、

つ
づ
い
て
本
堂
に
入
り
、
厳
か

に
読
経
と
焼
香
を
行
い
ま
し
た
。

「
大
蔵
寺
さ
ん
は
、
外
観
も

仏
壇
も
由
緒
あ
る
お
寺
だ
」
と

歴
史
を
感
じ
、
お
掃
除
が
行
き

届
い
た
室
内
は
「
ク
ー
ラ
ー
が

無
く
て
も
、
こ
ん
な
に
涼
し
い

の
だ
」
と
驚
き
ま
し
た
。
い
つ

ま
で
も
気
持
ち
の
良
い
こ
の
空

間
に
居
た
い
と
思
っ
た
く
ら
い

で
す
。

 

今
回
参
加
者
は
10
名
で
、
ご

家
族
の
参
加
は
二
名
で
し
た
。

鈴
木
峯
保
さ
ん
の
奥
様
に
は「
偲

ぶ
会
」
以
来
、
初
め
て
お
会
い

し
ま
し
た
が
、
お
元
気
で
「
刈

谷
か
ら
一
人
で
運
転
し
て
来
た
」

と
お
聞
き
し
て
、
び
っ
く
り
。
い

つ
ま
で
も
お
元
気
で
過
ご
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

又
、
い
つ
も
お
供
え
物
な
ど

を
準
備
し
て
く
だ
さ
る
キ
ラ
リ

ン
と
ー
ぷ
の
所
長
さ
ん
や
職
員

さ
ん
、
お
世
話
に
な
り
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

参
加
す
る
に
あ
た
り
、
往
復
、

女
性
4
名
の
乗
り
合
わ
せ
で
行

き
ま
し
た
が
、
と
て
も
遠
い
道

の
り
が
、
車
中
は
女
子
会
さ
な

が
ら
の
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
で
、

ア
ッ
と
い
う
間
の
帰
路
で
し
た
。

運
転
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
職
員

さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

保
護
者
連
合
会 

副
会
長

境
田 

る
り
子
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第
40
ク
ー
ル
（
3
月
2
日
〜
）

ゆ
た
か
生
活
支
援
事
業
所
な
る
お
　
藤
田
加
奈

3
月
上
旬
、
初
め
て
被
災
地
支
援
に
入
り
ま
し
た
。
2
日

目
の
半
島
一
周
の
視
察
で
、
千
枚
田
か
ら
海
岸
が
隆
起
し
た

海
底
の
道
、
あ
ち
こ
ち
の
隆
起
陥
没
し
た
橋
、
豪
雨
災
害
で

崩
れ
た
ま
ま
の
斜
面
す
ぐ
横
を
実
際
に
運
転
し
、
日
常
が
一

瞬
に
し
て
奪
わ
れ
て
し
ま
う
お
そ
ろ
し
さ
を
体
感
し
な
が
ら

言
葉
を
失
っ
て
い
ま
し
た
。
1
年
が
経
ち
公
費
解
体
が
す
す

ん
で
い
る
と
は
い
え
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
支
援
が
届

い
て
い
る
と
は
思
え
ず
、
輪
島
市
役
所
の
職
員
さ
ん
は
防
災

服
の
ま
ま
、
余
震
や
原
発
へ
の
不
安
は
現
在
進
行
形
、
見
通

し
が
立
た
な
い
現
実
の
中
で
日
常
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
『
の
と
ワ
イ
ン
』
の
ブ
ド
ウ
畑
で
働
い
て
い
る
こ
と
を
嬉
し

そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
穴
水
町
の
S
さ
ん
。
作
業
所
ま

で
の
雪
道
を
片
道
2
時
間
か
け
て
送
迎
支
援
し
た
こ
と
は
、

七
尾
湾
の
美
し
さ
と
と
も
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
私
に
で

き
る
こ
と
を
日
々
探
し
な
が
ら
、
事
業
所
に
お
い
て
は
備
え

る
こ
と
・
想
定
す
る
こ
と
を
大
切
に
、
自
然
豊
か
な
能
登
に

今
後
も
心
を
寄
せ
て
い
き
ま
す
。
現
在
も
つ
な
が
り
続
け
る

40
ク
ー
ル
の
な
か
ま
は
、
職
業
人
生
に
お
い
て
の
財
産
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
必
ず
能
登
に
帰
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第
54
ク
ー
ル
（
6
月
8
日
〜
）

　
相
談
支
援
事
業
所
ゆ
た
か
通
勤
寮
　
岩
本
久
美
子

　

支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
和
倉
温
泉
地
域
の
視
察
か
ら
始
ま

り
、
輪
島
市
・
珠
洲
市
の
視
察
、
そ
し
て
支
援
に
入
る
事
業

所
へ
の
挨
拶
回
り
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
案
内

し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
被
災
状
況
を
見
て

回
り
ま
し
た
。

　

直
接
の
支
援
活
動
と
し
て
は
、
バ
ス
路
線
廃
止
に
と
も
な

い
自
力
通
院
が
難
し
く
な
っ
た
方
の
通
院
同
行
の
お
手
伝
い

と
、
駐
車
場
の
草
刈
り
、
お
店
の
商
品
の
片
づ
け
で
し
た
。

お
店
は
2
0
0
7
年
の
地
震
時
か
ら
片
づ
け
が
進
ん
で
い
な

い
よ
う
で
、
か
な
り
埃
を
被
っ
た
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
ら
を
2
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
家
族
（
母
）
に
確
認
を

取
り
な
が
ら
、
息
子
さ
ん
（
精
神
障
害
あ
り
）
と
一
緒
に
分

別
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
再
利
用
で
き
る
も
の
は
引
き
取
っ

て
も
ら
い
、
そ
れ
以
外
の
物
は
ご
み
と
し
て
分
別
し
ま
す
。

し
か
し
、
ま
と
め
て
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
決
め
ら
れ

た
場
所
の
指
定
時
間
に
し
か
出
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

今
回
、
初
め
て
の
復
興
支
援
で
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い

地
震
の
規
模
の
大
き
さ
に
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
中
で
も
能
登
の
人
達
は
優
し
く
、
前
を
向
い
て
頑

張
っ
て
み
え
ま
し
た
。
こ
の
豊
か
な
自
然
を
引
き
継
ぎ
、
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
て
い
け
る
よ
う
に
、
支
援
を
つ
な
い
で

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

第
55
ク
ー
ル
（
6
日
15
日
〜
）

地
域
生
活
支
援
拠
点
事
業
所
ま
ー
ぶ
る
　
手
嶋
利
浩

　

実
際
に
被
災
地
を
訪
れ
て
、
こ
の
目
で
隆
起
、
陥
没
、
建

物
の
倒
壊
、
土
砂
崩
れ
を
見
て
、「
震
度
7
ク
ラ
ス
の
地
震
の

驚
異
と
恐
怖
は
計
り
知
れ
な
い
事
な
ん
だ
」
と
痛
感
し
ま
し

た
。
自
分
自
身
が
仕
事
中
に
こ
の
ク
ラ
ス
の
地
震
に
直
面
し

た
時
に
、
果
た
し
て
仲
間
達
を
守
る
為
に
的
確
な
声
掛
け
、

行
動
を
と
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
数
ヵ
月
に
渡
る

と
思
わ
れ
る
避
難
生
活
を
送
る
時
に
的
確
な
支
援
行
動
を
と

る
事
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
？
能
登
で
被
災
し
た
職
員
の
話

で
、「
自
分
の
身
を
守
る
の
に
必
死
だ
っ
た
」「
被
災
日
が
仕

事
の
休
み
中
で
良
か
っ
た
」「
実
際
に
仕
事
現
場
で
被
災
し
た

ら
、
咄
嗟
に
仲
間
達
を
守
る
行
動
が
で
き
た
か
…
」
と
口
に

さ
れ
た
言
葉
が
本
心
な
ん
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

　

自
分
も
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
報
道
を
見
て
、
被
災
地
が
大
変

な
状
況
だ
と
は
思
う
も
の
の
、
ど
こ
か
『
対
岸
の
火
事
』
の

心
境
で
し
た
。
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
き
、
リ
ア
ル
な

現
状
を
見
る
こ
と
に
よ
り
震
災
に
対
す
る
考
え
方
、
見
方
が

深
ま
り
ま
し
た
。
自
分
の
よ
う
に
実
際
に
震
災
に
あ
っ
た
事

の
な
い
職
員
に
は
「
ぜ
ひ
積
極
的
に
、
被
災
地
支
援
に
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
大
に
し
て
言
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

能登半島
被災地支援
広報誌における「能登半島被災地支援」
の紹介は、2024年 11月以来久しぶり
になります。
この間、支援に参加した皆さんの
“声 ”を紹介します。
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第
59
ク
ー
ル
（
7
月
13
日
〜
）

理
事
長
　
後
藤
強

　

能
登
の
支
援
活
動
に
参
加
し
た
の
は
７
月
中
旬
。
被
災
地

の
今
を
肌
で
感
じ
、
様
々
な
こ
と
を
感
じ
た
１
週
間
で
し
た
。

震
災
か
ら
１
年
半
余
り
が
経
過
し
、
建
物
や
山
肌
・
道
路
な

ど
の
爪
痕
は
そ
れ
な
り
に
修
復
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、

傾
い
た
電
柱
や
倒
壊
家
屋
の
跡
地
に
雑
草
が
点
在
す
る
風
景

は
、
な
ぜ
か
原
発
事
故
で
廃
墟
と
な
っ
た
福
島
の
双
葉
町
を

想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
聴
覚
障
害
の
方
の
事
業
所
へ
の
送
迎
や
、
仮
設

住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
々
の
通
院
支
援
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
片
道
１
時
間
半
か
か
る
病
院
へ
の
車
中
、
災
害
に
襲
わ

れ
た
日
の
恐
怖
や
仮
設
住
ま
い
の
不
便
さ
、
自
分
や
家
族
の

健
康
や
将
来
へ
の
不
安
を
、
ど
の
方
も
一
様
に
語
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

暮
ら
し
に
生
じ
た
爪
痕
の
修
復
は
、
道
路
や
山
肌
の
修
復

以
上
に
難
し
く
困
難
で
あ
る
こ
と
を
実
感
。

　

私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
活
動
は
、
被
災
者
の
暮
ら
し
の
修

復
に
必
要
な
支
援
の
極
々
一
部
に
し
か
す
ぎ
な
い
こ
と
。
そ

れ
で
も
、
そ
う
し
た
小
さ
な
支
援
を
つ
な
い
で
今
の
暮
ら
し

を
な
ん
と
か
成
り
た
た
せ
て
い
る
方
た
ち
が
現
地
に
は
ま
だ

沢
山
い
る
こ
と
を
、
忘
れ
な
い
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ゆ
た
か
作
業
所
　
吉
田
博

2
0
2
4
年
1
月
1
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
。

妻
の
実
家
が
金
沢
に
あ
り
、
こ
の
日
は
妻
が
正
月
帰
省
か
ら

帰
っ
て
く
る
日
で
、
私
事
な
が
ら
関
わ
り
の
あ
る
こ
と
で
し

た
。
幸
い
実
家
に
被
害
は
な
く
、
妻
も
時
間
差
で
無
事
帰
っ

て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
奥
能
登
の
被
災
状
況
を
見

聞
き
す
る
度
に
胸
が
痛
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
よ
う
や
く
被

災
地
支
援
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
職
員
不
足
が
続
く
輪
島
市
に
あ
る
事
業
所
支
援
と
送

迎
支
援
や
移
動
支
援
を
中
心
に
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
地
震
に
加
え
、
９
月
の
豪
雨
被
害
の
入
り
混
じ
っ
た
爪

痕
が
い
ま
だ
に
残
る
中
で
の
支
援
で
し
た
。
改
め
て
中
山
間

地
で
の
支
援
の
困
難
さ
は
特
別
で
あ
り
、「
支
援
が
な
い
と

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
な
い
方
た
ち
が
、
如
何
に
た

く
さ
ん
い
る
か
」
そ
の
実
態
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　

私
は
４
日
間
の
み
の
支
援
で
し
た
が
、
J
D
F
の
支
援
は

ず
っ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
現
状
で
は
来
年
３
月

末
迄
で
す
。
J
D
F
の
活
動
を
ど
う
地
元
に
引
き
継
い
で
い

く
の
か
等
、課
題
は
私
が
考
え
る
だ
け
で
で
も
山
積
み
で
す
。

行
政
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
含
め
、
で
き
る
こ
と
を
一
つ
で
も
多

く
拡
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
拠
点
事
業
所
ま
ー
ぶ
る
　
太
田
実
里

　

今
回
初
め
て
被
災
地
支
援
に
参
加
し
ま
し
た
。
能
登
半
島

地
震
か
ら
1
年
半
、
能
登
豪
雨
か
ら
1
年
経
ち
、
復
興
は
進

ん
で
は
い
る
も
の
の
当
時
と
変
わ
ら
な
い
景
色
が
残
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
当
た
り

前
の
生
活
が
あ
り
、
様
々
な
想
い
を
持
ち
生
活
さ
れ
て
い
る

方
も
い
ま
す
が
、「
安
心
し
て
生
活
す
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
程

遠
い
」
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
現
場
支
援
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
視
察
だ
け
で
は

知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
想
い
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
で
も
震
災
前
の
生
活
と
は
全
く
異
な
る
状
況
が

続
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
職
員
さ
ん
、
利

用
者
さ
ん
共
に
復
興
に
向
け
て
、
今
、
目
の
前
の
生
活
を
懸

命
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
支
援
を
す
る
中

で
「
来
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を

掛
け
て
も
ら
い
、
少
し
で
も
能
登
の
皆
さ
ん
の
力
に
な
れ
て

い
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

今
回
、
被
災
地
支
援
に
参
加
し
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が

あ
り
ま
し
た
。
現
状
や
想
い
を
実
際
に
見
て
・
知
り
、
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、「
今

回
の
経
験
を
今
後
の
支
援
に
も
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と
思

い
ま
し
た
。

1階が崩れ2階部分が酒樽に乗っている酒屋

倒壊した石碑
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こ
の
間
作
業
所
で
は
、５
月
３１
日

～
６
月
２７
日
の
約
一
カ
月
を
か
け
、

厨
房
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

目
的
は
、
現
在
の
給
食
提
供
数
に

見
合
っ
た
厨
房
現
場
の
環
境
整
備

と
、
ク
ッ
ク
チ
ル
方
式
で
の
給
食

提
供
を
行
う
こ
と
で
し
た
。

工
事
期
間
中
は
、
各
現
場
で
仕

出
し
弁
当
を
召
し
上
が
っ
て
い
た

だ
く
等
、な
か
ま
、職
員
、保
護
者
、

関
係
者
各
位
の
多
大
な
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

７
月
１
日
よ
り
無
事
、
食
堂
で

の
給
食
を
再
開
で
き
、
７
月
２
日

か
ら
は
ク
ッ
ク
チ
ル
で
の
給
食
提

供
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

な
か
ま
の
方
々
の
反
応
と
し
て

は
、
新
た
な
座
席
や
給
食
内
容
、

下
膳
の
方
法
な
ど
に
対
し
て
見
通

し
や
調
整
の
支
援
が
必
要
な
様
子

も
見
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
食
堂

が
変
わ
っ
て
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
け

ど
、
キ
ッ
チ
ン
も
お
皿
も
き
れ
い

に
な
っ
て
よ
か
っ
た
ね
」「
久
し
ぶ

り
に
あ
っ
た
か
い
ご
は
ん
を
食
べ

て
お
い
し
い
ね
」
と
い
っ
た
言
葉

も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
率
直
な
な
か
ま
の
皆

さ
ん
の
想
い
を
確
認
し
て
い
く
こ

と
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。
そ
し
て
、

よ
り
安
心
・
安
全
な
食
事
提
供
が

で
き
る
環
境
・
体
制
づ
く
り
、
よ

り
楽
し
み
や
安
ら
ぎ
の
気
持
ち
の

中
で
”食
“に
向
き
合
う
こ
と
が
で

き
る
空
間
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

所
長　
大
石 

雅
生

　
2
0
2
5
年
度
入
職
者
の
う
ち
、
主

に
新
社
会
人
と
な
っ
た
方
を
対
象
と
し

た「
懇
談
会
」を
７
月
25
日（
金
）午
後
の

半
日
で
行
い
ま
し
た
。
こ
の
「
懇
談
会
」

は
2
0
2
3
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
取
り

組
み
で
、
入
職
し
て
か
ら
当
日
ま
で
の

振
り
返
り
を
「
同
期
で
語
り
合
う
場
」

と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
対
象
の
８
名
全
員
が
参
加
し

ま
し
た
。
新
生
活
と
な
り
、
分
野
に
よ

っ
て
は
勤
務
形
態
が
様
々
で
、
生
活
リ

ズ
ム
を
作
る
事
か
ら
、
仕
事
内
容
も
多

岐
に
わ
た
る
中
、
順
応
す
る
ま
で
の
過

程
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
各
自
が
着
実
に
取
り
組
ま
れ
、

少
し
ず
つ
で
き
る
範
囲
が
広
が
っ
て
き

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
印
象
を

受
け
ま
し
た
。

　
交
流
す
る
中
で
、
利
用
者
支
援
に
関

し
て
の
発
言
が
最
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。「
知
る
」
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
、「
関

係
を
構
築
」
し
、「
一
人
一
人
に
合
わ

せ
た
支
援
」
の
難
し
さ
を
感
じ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
先
輩
職
員
や
利
用
者
、
ま

た
関
係
者
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な

が
ら
、
現
在
は
対
人
援
助
や
チ
ー
ム
支

援
の
楽
し
さ
、
や
り
が
い
を
見
出
さ
れ

て
い
る
様
子
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で
み
た
い
こ
と
に

関
し
て
は
、「
利
用
者
の
こ
と
を
も
っ

と
知
っ
て
い
き
た
い
」「
様
々
な
経
験

を
一
緒
に
し
た
い
」「
楽
し
み
や
希
望

を
理
解
し
て
支
援
に
つ
な
げ
た
い
」
と

い
っ
た
利
用
者
支
援
に
関
す
る
こ
と
が

中
心
で
し
た
。「
新
た
な
役
割
や
仕
事

を
理
解
し
、
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

な
ど
の
働
く
意
欲
も
お
聞
き
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
全
体
を
通
し
て
積
極
的
な
発
言
が
多

く
、
日
々
充
実
さ
れ
て
い
る
姿
に
刺
激

を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
同
じ
法

人
の
一
員
と
し
て
共
に
成
長
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
ゆ
た
か

早
勢 

滋

　
～
安
心
・
安
全
で
楽
し
み
や

　
　
　
　
　
　
安
ら
ぎ
の
中
で
の
食
事
の
提
供
を
～

ク
ッ
ク
チ
ル
で
の
給
食
提
供
ス
タ
ー
ト

ク
ッ
ク
チ
ル
で
の
給
食
提
供
ス
タ
ー
ト
！！

ふ
れ
あ
い
共
同
作
業
所

入
職
入
職
し
て
し
て      

      

カカ
月月

～
同
期
が
集
合
～
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日 誌

	  8日（火）　保護者連合会定例会 /
共同墓地運営委員会

	  9日（水）　法人安全衛生委員会
	14日（月）　事業運営推進会議
	15日（火）　安全運転講習
16日（水）　新所長研修
18日（金）　安全運転講習 /

広報・ホームページ編集委員会 /
権利擁護・虐待防止会議

25日（金）　新規学卒者懇談会
28日（月）　研修部会議
29日（火）　援助担当者会議
30日（水）　副所長会議

7 月
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6
・
７
月
）

賛
助
会
員
新
規
加
入
者
更
新
者
ご
芳
名
一
覧

・三菱ＵＦＪ銀行	 柴田支店	 普通預金291-884
・あいち銀行	 鳴海中央支店	     普通預金150-425

●郵便振替口座 00820-8-54026 社会福祉法人ゆたか福祉会

●銀行口座 名義はいずれも社会福祉法人ゆたか福祉会

法人協力会費 ＝ 年間１口 6,000円、
賛助会員 ( 個人1口 3,000円、企業団体等1口 5,000円 )

法人協力会費・賛助会費・寄附金など福祉会への申し込み、ご送金は

※初めてお振込をいただく方は、お手数ですが
　法人本部（052-698-7356）へご連絡ください。

毎月１回行うアート活動で、「楽器作り」を行いま
した。音の出し方も叩く、振る、擦る、混ぜるなど様々。
完成を目標にされる方や、作る過程や素材の感触を楽
しまれる方など、活動時間の楽しみ方も多様です。
素材は、紙コップやお菓子の空き箱、空き缶などな
ど身近にある物。特にこの素材選びは今回の活動の
ポイントでした。最初は何から行こうか悩みますが、
一つ手に取ってみると興味が広がります。
時間の大半をカプセルの色や大きさ選びにかけた
り、音の大きさを一つずつ叩いて確かめながら決めた
りと、好きな感触、好きな音探しから、新たな関心や
発見の生まれる取り組みだったと感じます。

ワークセンターフレンズ星崎
生活介護現場

「お気に入りの音探し♪」

順
不
同 

敬
称
略 

桜
軽
金
属
工
業
㈱

社
会
福
祉
法
人
あ
ず
ま
福
祉
会

お
お
ぞ
ら
作
業
所

㈱
ユ
ニ
オ
ン
サ
ー
ビ
ス

高
崎 

す
み
子

村
井 

智
恵
子

野
間 

聖
子

小
田
切 

龍
三

山
崎 
恭
裕

橋
本 
由
美

浅
田 

悦
男

佐
藤 

博
宣

早
川 

剛
史

藤
田 

秋
雄

藤
田 

明
美

渡
辺 

正
春

小
西 

智
江

鏡
味 

千
代
子

中
山 

葉
子
美

新
城 

紘
行

江
坂 

文
恵

石
元 

憲
明

伊
藤 

順
子

西
野 

直
美

近
藤 

よ
し
惠

及
川 

博
子

千
葉 
恵
子

山
田 
清
文

加
藤 

禎
男

1313

ゆたか福祉会広報  No.512＊ 2025年9月15日




	250903_yutaka512_P1
	250905_yutaka512_P2-3
	250903_yutaka512_P4
	250903_yutaka512_P5
	250903_yutaka512_P6-7
	250903_yutaka512_P08
	0905_yutaka512_P9
	250903_yutaka512_P10-11
	250903_yutaka512_P12
	0902_yutaka512_P13
	250903_yutaka512_P14

